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　新年明けましておめでとうございます。年頭に当たり会員の皆様並びに関係各位の益々のご健

勝とご多幸を、また、会員各社の更なるご発展を祈念いたしております。昨年は、本会のためご

協力、ご教導を賜り厚く御礼を申し上げます。本年も、何卒研究会発展のためご協力、ご支援を

賜りますようお願いを申し上げます。

　さて、昨年は、4 月 30 日に天皇陛下が退位され 5 月 1 日に皇太子さまが天皇に即位され、令

和という新しい元号に変わり、国民は奉祝ムードに包まれました。国民の感情が心機一転され、

新たな年に向けて社会面においても経済面においても好転することが期待されました。

　しかし、その一方で、残念ながら園児などへの無差別殺傷事件、幼児や児童への親の虐待によ

る致死傷事件、強盗殺人、誘拐事件など悲惨な事件が相次ぎ多発しました。犯罪者の年齢を見て

みますと 30 代から 40 代で無職の男性が多く、中には引き籠りもいたようです。また、相変わら

ず高齢者の運転ミスによる事故、老々介護による疲労や引きこもりによる親子の対立などによる

身内の殺人なども起こりました。高齢者の運転につきましては、郊外に住む人たちの話を聞きま

すと、過疎化の為か公共交通機関が少なく、運転回数も減り、買い物や医療機関へ通うにも不便で、

高齢になっても運転免許証は手放せないと言う話も屡々耳にします。

　高齢者の介護では、80 代や 90 代の親または兄弟姉妹を 60 代から 70 代の子供や兄弟姉妹が、

介護をしなければならない老々介護の時代が来ているようです。経済的な理由や施設の不足また

は近くに開設されていない等の理由により身内で介護を強いられている家族も多いと聞きます。

その為に、介護疲れで止む無く親、兄弟姉妹に手を掛け、無理心中を図ったりする例も報道され

ました。

　医薬関連の研究も進み、人生 100 歳の時代になってきたと言われています。少子高齢化が進み

将来が危惧されています。昭和 30 年代後半より高度成長期が始まり、昭和 48 年のオイルショッ

クまで経済成長は続き、出生率も上昇傾向にありました。しかし、昭和 49 年のベビーブームを

最高として、その後出生率は減少の一途を辿っています。このまま少子化が続けば、将来、若者

一人で数人の高齢者の年金を支えることになると言われています。

　昔は、二世帯の同居が当たり前のことでしたが、企業の地方への進出、逆に中央への集中など

により単身赴任や一世帯での転勤などにより核家族が増加しました。そして、女性も働けるよう

にと女性の社会への進出も促されました。然し、女性の社会進出に伴い、同時に保育所などの幼

児を預かる施設も必要になりますが未だに不足状態で、子供が生まれることを前提に、結婚と同

時に、所謂「寿退社」をせざるを得ない状態が続いています。少子化や女性の社会への進出を阻

む原因の一つではないでしょうか。二世帯で暮らすことは経済的な事情、親子関係、嫁姑関係な

ど家族間での多くの問題が生じますので二世帯同居は良いと、一概には言えませんが、一時流行

語になりましたような「鍵っ子」と言うことは無くなり、両親は安心して働きに出かけられるの

ではないでしょうか。

　いずれにせよ、数々の最近の事件を報道内容から考えますと、身勝手な、自分さえ良ければ、

と言う人物による犯罪が殆どのように思います。あおり運転や無差別殺傷事件、幼児の虐待・暴

行事件などはその典型的な事件でしょう。一日も早く平和で事件の無い日々の来るのを願って止

みません。

（令和元年 12 月 8 日記）

年　頭　所　感

奥野製薬工業株式会社

社  長　奥　野　和　義

　新年明けましておめでとうございます。

　本研究会のメンバーの皆様には，お健やかに新年をお迎えになられましたこと，謹んでお慶び

申し上げます。

　昨年は内外で激動の一年でした。国内では令和の年号になりめでたく天皇陛下がご即位され，

10 月には即位礼正殿の儀が，また 11 月には天皇皇后陛下の「祝賀御列の儀」のパレードが盛大

に執り行われましたのは記憶に新しい出来事でした。一方，近年まれにみる台風 19 号などの豪

雨に遭われ，被災地域の住民の方々に大きな心の傷跡を残しました。

　海外では英国のブレグジットやドイツの新たな分断，ウクライナ問題，トルコ，イラクを含む

中近東問題がくすぶり，はたまた北朝鮮のミサイル発射，香港のデモ騒動，韓国の反日化など近

隣諸国にも気を抜けない諸問題が山積しております。暮れには中国成都で日中韓の首脳会談が開

催され，隣国間で東アジアの危うい均衡が改めて浮き彫りになりました。

　一方，一昨年からの米中貿易摩擦により中国国内の生産減や消費低迷の影響を受け，また昨年

11 月施行の消費税増税も重なり国内の景気動向も芳しくない方向に向かいつつあるのが懸念点

です。今年の目玉である東京オリンピック，パラリンピックの開催で日本選手の活躍を期待しつ

つ，これを契機に世界に向け日本のすばらしさを発信したいものです。

　昨年の最大のトピックスは旭化成の吉野彰名誉フェローが 2019 年のノーベル化学賞受賞に輝

いたことでしょう。現在，誰もが恩恵にあずかっていますスマートフォンやノートパソコン，

EV など幅広い用途に使われ，また再生可能エネルギーの貯蔵にも利用されるリチウムイオンバ

ッテリーを発明し実用化した功績に対し評価されました。吉野氏は「企業では基礎研究から製品

まで一気通貫で研究できたことが功を奏した」と話しておられました。「素材を開発しないと乗

り越えられない壁が随所にあり，素材を自ら開発する立場にあったからこそ電池形成の基本発明

ができた。」とも語っておられます。開発当初のポリアセチレン樹脂に代わる炭素材料の発見など，

素材の探求が電池の実用化と普及のカギとなったようです。旭化成は電池材料の実用化の執念も

強く，吉野氏の成果をセパレータ事業として M＆A を軸に世界トップのメーカーとして盤石な地

位を構築されました。吉野氏はストックホルムのノーベル賞受賞式の講演で，「これからの地球

環境に必ずリチウム電池が中心的役割を果たす。」と訴えました。

　本年は携帯通信などに高速通信 5G が運用され，自動運転化が実用になりモビリティを取り巻

く環境が大きく変化するとともに，工場の生産効率向上や先進医療などに IoT や AI が当たり前

に活用される新時代の幕開けになるようです。やはり，アルミ合金材料が産業界の枠組みを超え

いたる所に応用されていきます。この応用技術にはアルマイトをベースとした表面処理が欠かせ

ません。本研究会の出番です。

　本年が本研究会にとりまして，先を見据えた確かな一歩となりますよう心から祈念いたし，新

年のご挨拶に代えさせていただきます。

年　頭　所　感

企画運営委員

株式会社太洋工作所

喜多村　康　一

　新年，あけましておめでとうございます。令和最初の新年を迎えられ，皆様健やかにお過ごし

の事と存じます。旧年中は研究会の活動に多大なるご支援・ご協力を賜り誠に有難うございまし

た。誌面をお借りして御礼申し上げます。

昨年は，今上天皇のご即位と令和という新しい時代の幕開け，Ｇ２０の大阪での開催，初のベス

ト８へ進出した日本チームの健闘で大いに盛り上がったラグビーワールドカップなど，日本が大

いに世界からも注目された一年の様に振り返って感じております。

　令和二年の今年は，オリンピック・パラリンピックイヤーという事で，やはりスポーツで盛り

上がる一年なのかと思っておりますが，通信分野では５Ｇが本格的に実用化される５Ｇ元年でも

あります。

また新たな時代が到来するのでは，期待をしています。

　表面処理の分野においても AI や IoT などの活用による新たな時代が到来しているもの思いま

す。本研究会では，今年も講演会や見学会，講演大会など会員の皆様に少しでも役立つような行

事を企画して参ります。今年も一年間どうぞ，よろしくお願いいたします。

謹賀新年　本誌の年頭所感投稿に感謝致します。「研究会会則」第１章の第 3条（目的）、第 4条（事

業）を全う出来る一年になるよう皆様と共に頑張りましょう。アルミの表面処理技術範囲は広く

陽極酸化や化成処理で 100 年近く、硬質クロムめっきでも 40 数年、無電解ニッケルめっきで 70

数年の歴史を持ち、表面処理対象のアルミ器物も重厚長大から軽薄短小の全産業分野に広がりま

した。解析手法も慣れ親しんだ倍率数百倍の金属顕微鏡から数万倍クラスの電子顕微鏡の世界に

なりました。表面処理技術の基本は不変でも目的・対象は時代と共に変化しています。

　最近、「デイープテック」という言葉を学びました。フランスの NPO 法人 （Hello Tomorrow）

が端を発し、革新的技術の社会実装を加速させることがミッションで、次の 4 つの要素を含む製

品・サービスとのことです。①最先端の科学技術、研究開発を基礎とした技術、②実現までに高ス

キル、多額の投資、長時間が必要、③多くの場合、具体的な製品やサービスが見えにくい、④成功

した場合のインパクトが大で破壊的なソリユーシヨンとなり得る等です。

　ここに登場した「デイープテック」とは社会にインパクトを与える技術を世界から資金供給し

進めるものです。　何故、今デイープテックなのか、現在の人工知能 AI やロボット、通信、半導体、

宇宙・航空工学や地上の移動体、ゲノム、ライフサイエンス素材化学などの研究領域すべてにこ

のデイープテック「最先端の研究成果」につながります。過去の日本は技術開発で世界をリード

しましたがビジネス競争で完敗していると言われます。原因は海外勢は日本企業の倍のスピード

で世に出しています。スピードが速い分だけ先に出回り、規格や不具合も含め余裕を持って事業

展開ができます。「デイープテック」の考えを推進させる「スタートアップ」は 1 社だけでは不

可能で投資額、回収期間のバランス、技術的未解決のハードルも大とされますが、最近、政府機

関もベンチャーキヤピタル業界全体への資金供給量が増え、このスタートアップの資金調達に対

応しています。日本には過去に蓄積した研究開発の「タネ」（スタートアップの要素技術）が多

数存在するためスタートアップの誕生や企業の新規事業として実行させましょう。スタートアッ

プ側であれば資金調達は国内に拘らず、グローバルな視点でおこなう。企業の新規事業であれば

事業成功によって得た資金を次世代の研究開発費に繋げるというサイクルをここ１、２年で確立

しないと大学を含め日本の研究開発の現場はかなりまずい状況にあると警告してます。世界の潮

流になりつつある「デイープテック」の流れに乗り遅れてはならないとしています１）。

　総てがグローバル化した現在、アルミの表面処理についても「デイープテック」の観点で積極

的に展開しアルミニウム表面処理産業界を活性化していきましょう。

１）【出典：中島　徹、日本デイープテック協会理事：世界の新潮流「デイープテック」について】

以上　

１． 緒言

　「アルマイト皮膜による遮熱

膜」を表１の 5 節に分けて紹

介する。なお、「遮熱カーテン」

や「遮熱塗料」など各種の材

質や各種の加工法による「遮

熱膜」があるので、本稿では、

「アルマイト製遮熱膜」と略称

させていただく。

　第 4 節で紹介する図１は日経アーキテクチュア誌の記事からの引用で、多くのイラストで「遮

熱」を解説している。図 1 の冒頭に、「近年、夏に『遮熱』という言葉を聞くことが増えてきた」

と書いてあるように一般常識としても理解しておく必要がある言葉である。

第 4節で紹介する図２の原稿は「アルマイト製遮熱膜」を開発して、自動車技術会賞を受賞した

技術者たちの「苦労話」で、縦書きの文章で書かれていて、非常に有益である。

　  図１「意外に知らない『遮熱』と『断熱』    図２ オートテクノロジー 2018, p26 ～ p31

　　　　　の違い」：日経アーキテクチュア；　　　　　　　

　　　　　日本経済新聞

２．アルマイト特許検索中に出会った、「遮熱膜」の単語

　「陽極酸化など」と「自動車会社の社名」と「2010 年以降」の 3件のキーワードで特許検索をして、

表２の検索結果を解説する予定であったが、本稿の筆者が知らない単語の「遮熱膜」を数社の特

許で目にしたので、上記の本稿の題名に変更した。

表２　「陽極酸化など」と「自動車会社社名」と「2010 年以降」で検索した特許件数

３.「アルマイト製遮熱膜」が注目される原因になった情報源

3.1 日経 xTECHの 2015 年 5 月 26 日の記事

　「トヨタ新ディーゼル、筒内ガス温度にピストンが追従・・・熱損失を大きく減らして効率向上」

の見出しで、「トヨタ自動車は、新しいディーゼルエンジンのピストン頂面に、新しく開発した

膜を設けた。ピストンに逃げる熱を減らせ、燃焼時の熱損失を減らせる。将来はシリンダー内壁

などに採用領域を広げたい考えだ。　2015 年 5 月 21 日にタイで発表した、新興国向け戦略車「ハ

イラックス」の排気量 2.8L 直列 4気筒ディーゼルエンジン「1GD-FTV」に採用した（関連記事）。

今回の技術を採用することなどで、同エンジンの最高熱効率は 44％に達する。・・・・」の解

説がある。

3.2 日本機械学会の技術賞

　トヨタ自動車（株）と（株）豊田中央研究所の技術者が共同技術開発で、2016 年度の「技術賞」

を受賞したことが報告されている（図３と図４）。図４に書いてある「技術の内容」の一部分を、

図５とともに以下に引用した。

　「・・・。この要求熱物性を達成するため , 外部から遮断された空隙を含む多孔質セラミック

スに着目し , 実現手段としてアルミニウム合金の陽極酸化皮膜を適用した . 電解液中でアルミニ

ウム合金に電荷をかけ酸化させると , 中央に孔の空いた柱状のアルミナがアルミニウム表面から

垂直方向に成長し皮膜が形成される . 従来の皮膜よりも膜内部の空隙の量を増やし , かつ熱およ

図３ 日本機械学会の 2017 年 3 月 1 日のホームページ

図４ 「技術賞」を受賞の「エンジン熱効率向上のための新規冷却損失低減技術の開発」

び応力への耐久性を高めるために皮膜にシリカを

充填したシリカ強化多孔質陽極酸化皮膜 （Silica 

ReinforcedPorous Anodized aluminum: 略 称 SiRPA） 

を新たに開発した（図５）。・・・」

3.3 第 67 回自動車技術会賞・技術開発賞受賞者のイ

ンタビュー集

　図１で紹介した、「燃焼室壁温スイング遮熱

〝TSWIN〟によるエンジン冷却損失低減技術の開

発」の受賞者が自動車技術会のホームページで紹介されている。

3.4 第 49 回 市村産業賞・貢献賞

　受賞技術の題名は「エンジン燃焼室壁温スイング遮熱技術の開発」である。「開発業績の概要」

の一部分を以下に引用した。

　「・・・。熱および応力への耐久性を高めるため皮膜にシリカを充填したシリカ強化多孔質陽

極酸化皮膜（Silica Reinforced Porous Anodized aluminum:略称 SiRPA）を開発した。・・・。2015年6月、

本技術適用のディーゼル車国内販売を開始。2016 年 7 月までの 1 年強で約 15,000 台のディーゼ

ル搭載車（当車種全販売数の 6割強）を販売、ご好評を頂いている。」

４．「アルマイト製遮熱膜」を理解するための 2編の必読記事

4.1  2 編の必読記事の 1番目

　本稿の 1 ページの図 1 で紹介した、日経アーキテクチュア誌の記事の冒頭部分を以下に引用し

た。そして、図６の宮沢洋のイラストが解説文の理解を助けている。

　「遮熱は夏の冷房負荷を減らすのに重要な手法である。しかし、遮熱と断熱の役割を混同し、

遮熱をしておけば冬も快適だと考えている人が少なくないようだ。遮熱の仕組みをきちんと理解

しておかないと、夏の対策としても意味をなさないことがある。今回は、日経アーキテクチュア

誌が 2014 年 9 月 22 日に発行した「建てる前に読む 家づくりの基礎知識」から、東京都市大学

教授の宿谷昌則氏による「遮熱と断熱の違い」を紹介する。 聞き手は、ライターの萩原詩子

氏。・・・」

図６ 「意外に知らない『遮熱』と『断熱』の違い」を解説記事でのイラスト

4.2　2 編の必読記事の 2番目

　必読記事の 2 番目は本稿の 1 頁で紹介した図 2 である。

この原稿は技術原稿では珍しい「縦書き文章」で、「オート

テクノロジー 2018」に掲載されている「燃焼室壁温スイン

グ遮熱〝TSWIN〟によるエンジン冷却損失低減技術の開発」

の記事である。

　この記事の序文（リード文）として、「エンジン冷却損失

低減の理論を実現へ」が大きい文字で書いてある。記事の

目次は下記の 6項目である。 

▼ 過去の断熱エンジンの教訓から新しい遮熱コンセプトへ

▼ 燃費向上に向け高い目標に挑戦

▼ 遮熱に使える材料探しが始まった

▼ アルミ鋳造品にアルマイトを施す

▼ 市場投入が大幅に前倒しされた　　　　　　　　　

▼ 実用化はまだ第一歩

　4 番目の項目の冒頭部分を図７に示した。図８は「必読記事の 2 番目」の 28 ページの下部と

29 ページの上部のである。28 ページの下部に掲載されているエンジンの写真の横に下記の文章

が書いてある。

　「・・・。陽極酸化被膜という手法に到達するまでの断

熱材の選定や、高温・高圧にさらされるディーゼルエンジ

ン用ピストンに用いるための被膜強度の確保、さらには量

産へ向けた生産工程の時間短縮など、完成までには多くの

難問が待ち受けたが、それらを粘り強く解決し、冷却損失

と熱効率の向上を実証して、エンジン本体で約 2％の燃費

向上を果たしている。今後は、ハイブリッド車などの動力

源であるガソリンエンジンに対しても有効な手法であると

将来性が期待されており、その実用化へ向けさらなる開発

が続けられる予定である。」

　図 8 の 3 人の写真の下に、2 人の写真がある。技術開発

に携わった 5人の写真である。そして、5人の写真の下に、

各人が技術開発に携わった感想文が書いてある。5 人の一人であるＡ氏は下記の感想文を書いて

いる。

　「この技術開発に 10 年かかわりましたが、その間、外部へ内容を話すことはできませんでした。

研究所に勤務しながら論文を出せなかったので、恩師も心配していたと聞いています。・・・。」

５. 「アルマイト製遮熱膜」 の特許紹介

　前節までで紹介した「アルマイト製遮熱膜」に関連する特許は複数あるが、本稿では図９に示

す特開 2018－35691 を紹介する。

　実施例の始まりは、「【0018 】陽極酸化処理は、陽極としての燃焼室部品の表面に、電解液（一

例としてリン酸、シュウ酸、硫酸、クロム酸等の水溶液）を供給しながら行う電気分解である。

電気分解に際しては、電流密度と通電時間が調節される。電気分解に際しては、また、燃焼室部

図９　特開 2018－35691

品の表面のうちの所定領域にのみ陽極酸化膜が形成されるよう、マスキング部材等を用いて電解

液の接触領域が制限される。燃焼室部品の母材は、アルミニウム合金、マグネシウム合金、チタ

ン合金等である。そのため、陽極酸化処理が行われると、合金の酸化膜（ つまり、陽極酸化膜 ） 

が上述した所定領域に形成される。」である。なお、図１０は実施例で解説されている図の一部

分である。

図１０　アルマイト製遮熱層の断面模式図

６. 「アルマイト製遮熱膜」の学術論文紹介

　図１１の自動車技術会論文集に同一論文題名で（第 5 報）までの 5 編の下記の論文が発表され

ている。なお、著者の氏名は 6、7 人の連名であるので、冒頭の 1 人の著者名だけにさせていた

だいた。

　（第 2 報）の「はしがき」に書いてあるように、機械工学の専門知識がないとこれらの論文は

理解できない。どうしても読みたい人は機械工学の専門家に助力を求めて、チャレンジしてみて

下さい。

● 壁温スイング遮熱法によるエンジンの熱損失低減

小坂英雅ら；自動車技術会論文集、44 巻 1 号 p.39-44（2013 年）

● 壁温スイング遮熱法によるエンジンの熱損失低減 ( 第 2 報 )

脇坂佳史ら；自動車技術会論文集、47 巻 1 号 p.39-45（2016 年）

● 壁温スイング遮熱法によるエンジンの熱損失低減 ( 第 3 報 )

川口暁生ら；自動車技術会論文集、47 巻 1 号 p.47-53（2016 年）

● 壁温スイング遮熱法によるエンジンの熱損失低減 ( 第 4 報 )

西川直樹ら；自動車技術会論文集、 47 巻 1 号 p.55-60（2016 年）

● 壁温スイング遮熱法によるエンジンの熱損失低減 ( 第 5 報 )

山下英男ら；自動車技術会論文集、49 巻 2 号 p.156-161（2018 年）

７．結言

　図 6(4) は原論文の大きい図で見て下さい。省エネ建材の発明に役立つかも知れません。アル

マイト技術の視点からは図 5に書いてある、「100μｍ」が大切です。「100μｍ」の理由は図 2の「苦

労話」に書いてある。

会　長　野　口　駿　雄

年　頭　所　感
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　新年明けましておめでとうございます。年頭に当たり会員の皆様並びに関係各位の益々のご健

勝とご多幸を、また、会員各社の更なるご発展を祈念いたしております。昨年は、本会のためご

協力、ご教導を賜り厚く御礼を申し上げます。本年も、何卒研究会発展のためご協力、ご支援を

賜りますようお願いを申し上げます。

　さて、昨年は、4 月 30 日に天皇陛下が退位され 5 月 1 日に皇太子さまが天皇に即位され、令

和という新しい元号に変わり、国民は奉祝ムードに包まれました。国民の感情が心機一転され、

新たな年に向けて社会面においても経済面においても好転することが期待されました。

　しかし、その一方で、残念ながら園児などへの無差別殺傷事件、幼児や児童への親の虐待によ

る致死傷事件、強盗殺人、誘拐事件など悲惨な事件が相次ぎ多発しました。犯罪者の年齢を見て

みますと 30 代から 40 代で無職の男性が多く、中には引き籠りもいたようです。また、相変わら

ず高齢者の運転ミスによる事故、老々介護による疲労や引きこもりによる親子の対立などによる

身内の殺人なども起こりました。高齢者の運転につきましては、郊外に住む人たちの話を聞きま

すと、過疎化の為か公共交通機関が少なく、運転回数も減り、買い物や医療機関へ通うにも不便で、

高齢になっても運転免許証は手放せないと言う話も屡々耳にします。

　高齢者の介護では、80 代や 90 代の親または兄弟姉妹を 60 代から 70 代の子供や兄弟姉妹が、

介護をしなければならない老々介護の時代が来ているようです。経済的な理由や施設の不足また

は近くに開設されていない等の理由により身内で介護を強いられている家族も多いと聞きます。

その為に、介護疲れで止む無く親、兄弟姉妹に手を掛け、無理心中を図ったりする例も報道され

ました。

　医薬関連の研究も進み、人生 100 歳の時代になってきたと言われています。少子高齢化が進み

将来が危惧されています。昭和 30 年代後半より高度成長期が始まり、昭和 48 年のオイルショッ

クまで経済成長は続き、出生率も上昇傾向にありました。しかし、昭和 49 年のベビーブームを

最高として、その後出生率は減少の一途を辿っています。このまま少子化が続けば、将来、若者

一人で数人の高齢者の年金を支えることになると言われています。

　昔は、二世帯の同居が当たり前のことでしたが、企業の地方への進出、逆に中央への集中など

により単身赴任や一世帯での転勤などにより核家族が増加しました。そして、女性も働けるよう

にと女性の社会への進出も促されました。然し、女性の社会進出に伴い、同時に保育所などの幼

児を預かる施設も必要になりますが未だに不足状態で、子供が生まれることを前提に、結婚と同

時に、所謂「寿退社」をせざるを得ない状態が続いています。少子化や女性の社会への進出を阻

む原因の一つではないでしょうか。二世帯で暮らすことは経済的な事情、親子関係、嫁姑関係な

ど家族間での多くの問題が生じますので二世帯同居は良いと、一概には言えませんが、一時流行

語になりましたような「鍵っ子」と言うことは無くなり、両親は安心して働きに出かけられるの

ではないでしょうか。

　いずれにせよ、数々の最近の事件を報道内容から考えますと、身勝手な、自分さえ良ければ、

と言う人物による犯罪が殆どのように思います。あおり運転や無差別殺傷事件、幼児の虐待・暴

行事件などはその典型的な事件でしょう。一日も早く平和で事件の無い日々の来るのを願って止

みません。

（令和元年 12 月 8 日記）

年　頭　所　感

奥野製薬工業株式会社

社  長　奥　野　和　義

　新年明けましておめでとうございます。

　本研究会のメンバーの皆様には，お健やかに新年をお迎えになられましたこと，謹んでお慶び

申し上げます。

　昨年は内外で激動の一年でした。国内では令和の年号になりめでたく天皇陛下がご即位され，

10 月には即位礼正殿の儀が，また 11 月には天皇皇后陛下の「祝賀御列の儀」のパレードが盛大

に執り行われましたのは記憶に新しい出来事でした。一方，近年まれにみる台風 19 号などの豪

雨に遭われ，被災地域の住民の方々に大きな心の傷跡を残しました。

　海外では英国のブレグジットやドイツの新たな分断，ウクライナ問題，トルコ，イラクを含む

中近東問題がくすぶり，はたまた北朝鮮のミサイル発射，香港のデモ騒動，韓国の反日化など近

隣諸国にも気を抜けない諸問題が山積しております。暮れには中国成都で日中韓の首脳会談が開

催され，隣国間で東アジアの危うい均衡が改めて浮き彫りになりました。

　一方，一昨年からの米中貿易摩擦により中国国内の生産減や消費低迷の影響を受け，また昨年

11 月施行の消費税増税も重なり国内の景気動向も芳しくない方向に向かいつつあるのが懸念点

です。今年の目玉である東京オリンピック，パラリンピックの開催で日本選手の活躍を期待しつ

つ，これを契機に世界に向け日本のすばらしさを発信したいものです。

　昨年の最大のトピックスは旭化成の吉野彰名誉フェローが 2019 年のノーベル化学賞受賞に輝

いたことでしょう。現在，誰もが恩恵にあずかっていますスマートフォンやノートパソコン，

EV など幅広い用途に使われ，また再生可能エネルギーの貯蔵にも利用されるリチウムイオンバ

ッテリーを発明し実用化した功績に対し評価されました。吉野氏は「企業では基礎研究から製品

まで一気通貫で研究できたことが功を奏した」と話しておられました。「素材を開発しないと乗

り越えられない壁が随所にあり，素材を自ら開発する立場にあったからこそ電池形成の基本発明

ができた。」とも語っておられます。開発当初のポリアセチレン樹脂に代わる炭素材料の発見など，

素材の探求が電池の実用化と普及のカギとなったようです。旭化成は電池材料の実用化の執念も

強く，吉野氏の成果をセパレータ事業として M＆A を軸に世界トップのメーカーとして盤石な地

位を構築されました。吉野氏はストックホルムのノーベル賞受賞式の講演で，「これからの地球

環境に必ずリチウム電池が中心的役割を果たす。」と訴えました。

　本年は携帯通信などに高速通信 5G が運用され，自動運転化が実用になりモビリティを取り巻

く環境が大きく変化するとともに，工場の生産効率向上や先進医療などに IoT や AI が当たり前

に活用される新時代の幕開けになるようです。やはり，アルミ合金材料が産業界の枠組みを超え

いたる所に応用されていきます。この応用技術にはアルマイトをベースとした表面処理が欠かせ

ません。本研究会の出番です。

　本年が本研究会にとりまして，先を見据えた確かな一歩となりますよう心から祈念いたし，新

年のご挨拶に代えさせていただきます。

年　頭　所　感

企画運営委員

株式会社太洋工作所

喜多村　康　一

　新年，あけましておめでとうございます。令和最初の新年を迎えられ，皆様健やかにお過ごし

の事と存じます。旧年中は研究会の活動に多大なるご支援・ご協力を賜り誠に有難うございまし

た。誌面をお借りして御礼申し上げます。

昨年は，今上天皇のご即位と令和という新しい時代の幕開け，Ｇ２０の大阪での開催，初のベス

ト８へ進出した日本チームの健闘で大いに盛り上がったラグビーワールドカップなど，日本が大

いに世界からも注目された一年の様に振り返って感じております。

　令和二年の今年は，オリンピック・パラリンピックイヤーという事で，やはりスポーツで盛り

上がる一年なのかと思っておりますが，通信分野では５Ｇが本格的に実用化される５Ｇ元年でも

あります。

また新たな時代が到来するのでは，期待をしています。

　表面処理の分野においても AI や IoT などの活用による新たな時代が到来しているもの思いま

す。本研究会では，今年も講演会や見学会，講演大会など会員の皆様に少しでも役立つような行

事を企画して参ります。今年も一年間どうぞ，よろしくお願いいたします。

謹賀新年　本誌の年頭所感投稿に感謝致します。「研究会会則」第１章の第 3条（目的）、第 4条（事

業）を全う出来る一年になるよう皆様と共に頑張りましょう。アルミの表面処理技術範囲は広く

陽極酸化や化成処理で 100 年近く、硬質クロムめっきでも 40 数年、無電解ニッケルめっきで 70

数年の歴史を持ち、表面処理対象のアルミ器物も重厚長大から軽薄短小の全産業分野に広がりま

した。解析手法も慣れ親しんだ倍率数百倍の金属顕微鏡から数万倍クラスの電子顕微鏡の世界に

なりました。表面処理技術の基本は不変でも目的・対象は時代と共に変化しています。

　最近、「デイープテック」という言葉を学びました。フランスの NPO 法人 （Hello Tomorrow）

が端を発し、革新的技術の社会実装を加速させることがミッションで、次の 4 つの要素を含む製

品・サービスとのことです。①最先端の科学技術、研究開発を基礎とした技術、②実現までに高ス

キル、多額の投資、長時間が必要、③多くの場合、具体的な製品やサービスが見えにくい、④成功

した場合のインパクトが大で破壊的なソリユーシヨンとなり得る等です。

　ここに登場した「デイープテック」とは社会にインパクトを与える技術を世界から資金供給し

進めるものです。　何故、今デイープテックなのか、現在の人工知能 AI やロボット、通信、半導体、

宇宙・航空工学や地上の移動体、ゲノム、ライフサイエンス素材化学などの研究領域すべてにこ

のデイープテック「最先端の研究成果」につながります。過去の日本は技術開発で世界をリード

しましたがビジネス競争で完敗していると言われます。原因は海外勢は日本企業の倍のスピード

で世に出しています。スピードが速い分だけ先に出回り、規格や不具合も含め余裕を持って事業

展開ができます。「デイープテック」の考えを推進させる「スタートアップ」は 1 社だけでは不

可能で投資額、回収期間のバランス、技術的未解決のハードルも大とされますが、最近、政府機

関もベンチャーキヤピタル業界全体への資金供給量が増え、このスタートアップの資金調達に対

応しています。日本には過去に蓄積した研究開発の「タネ」（スタートアップの要素技術）が多

数存在するためスタートアップの誕生や企業の新規事業として実行させましょう。スタートアッ

プ側であれば資金調達は国内に拘らず、グローバルな視点でおこなう。企業の新規事業であれば

事業成功によって得た資金を次世代の研究開発費に繋げるというサイクルをここ１、２年で確立

しないと大学を含め日本の研究開発の現場はかなりまずい状況にあると警告してます。世界の潮

流になりつつある「デイープテック」の流れに乗り遅れてはならないとしています１）。

　総てがグローバル化した現在、アルミの表面処理についても「デイープテック」の観点で積極

的に展開しアルミニウム表面処理産業界を活性化していきましょう。

１）【出典：中島　徹、日本デイープテック協会理事：世界の新潮流「デイープテック」について】

以上　

１． 緒言

　「アルマイト皮膜による遮熱

膜」を表１の 5 節に分けて紹

介する。なお、「遮熱カーテン」

や「遮熱塗料」など各種の材

質や各種の加工法による「遮

熱膜」があるので、本稿では、

「アルマイト製遮熱膜」と略称

させていただく。

　第 4 節で紹介する図１は日経アーキテクチュア誌の記事からの引用で、多くのイラストで「遮

熱」を解説している。図 1 の冒頭に、「近年、夏に『遮熱』という言葉を聞くことが増えてきた」

と書いてあるように一般常識としても理解しておく必要がある言葉である。

第 4節で紹介する図２の原稿は「アルマイト製遮熱膜」を開発して、自動車技術会賞を受賞した

技術者たちの「苦労話」で、縦書きの文章で書かれていて、非常に有益である。

　  図１「意外に知らない『遮熱』と『断熱』    図２ オートテクノロジー 2018, p26 ～ p31

　　　　　の違い」：日経アーキテクチュア；　　　　　　　

　　　　　日本経済新聞

２．アルマイト特許検索中に出会った、「遮熱膜」の単語

　「陽極酸化など」と「自動車会社の社名」と「2010 年以降」の 3件のキーワードで特許検索をして、

表２の検索結果を解説する予定であったが、本稿の筆者が知らない単語の「遮熱膜」を数社の特

許で目にしたので、上記の本稿の題名に変更した。

表２　「陽極酸化など」と「自動車会社社名」と「2010 年以降」で検索した特許件数

３.「アルマイト製遮熱膜」が注目される原因になった情報源

3.1 日経 xTECHの 2015 年 5 月 26 日の記事

　「トヨタ新ディーゼル、筒内ガス温度にピストンが追従・・・熱損失を大きく減らして効率向上」

の見出しで、「トヨタ自動車は、新しいディーゼルエンジンのピストン頂面に、新しく開発した

膜を設けた。ピストンに逃げる熱を減らせ、燃焼時の熱損失を減らせる。将来はシリンダー内壁

などに採用領域を広げたい考えだ。　2015 年 5 月 21 日にタイで発表した、新興国向け戦略車「ハ

イラックス」の排気量 2.8L 直列 4気筒ディーゼルエンジン「1GD-FTV」に採用した（関連記事）。

今回の技術を採用することなどで、同エンジンの最高熱効率は 44％に達する。・・・・」の解

説がある。

3.2 日本機械学会の技術賞

　トヨタ自動車（株）と（株）豊田中央研究所の技術者が共同技術開発で、2016 年度の「技術賞」

を受賞したことが報告されている（図３と図４）。図４に書いてある「技術の内容」の一部分を、

図５とともに以下に引用した。

　「・・・。この要求熱物性を達成するため , 外部から遮断された空隙を含む多孔質セラミック

スに着目し , 実現手段としてアルミニウム合金の陽極酸化皮膜を適用した . 電解液中でアルミニ

ウム合金に電荷をかけ酸化させると , 中央に孔の空いた柱状のアルミナがアルミニウム表面から

垂直方向に成長し皮膜が形成される . 従来の皮膜よりも膜内部の空隙の量を増やし , かつ熱およ

図３ 日本機械学会の 2017 年 3 月 1 日のホームページ

図４ 「技術賞」を受賞の「エンジン熱効率向上のための新規冷却損失低減技術の開発」

び応力への耐久性を高めるために皮膜にシリカを

充填したシリカ強化多孔質陽極酸化皮膜 （Silica 

ReinforcedPorous Anodized aluminum: 略 称 SiRPA） 

を新たに開発した（図５）。・・・」

3.3 第 67 回自動車技術会賞・技術開発賞受賞者のイ

ンタビュー集

　図１で紹介した、「燃焼室壁温スイング遮熱

〝TSWIN〟によるエンジン冷却損失低減技術の開

発」の受賞者が自動車技術会のホームページで紹介されている。

3.4 第 49 回 市村産業賞・貢献賞

　受賞技術の題名は「エンジン燃焼室壁温スイング遮熱技術の開発」である。「開発業績の概要」

の一部分を以下に引用した。

　「・・・。熱および応力への耐久性を高めるため皮膜にシリカを充填したシリカ強化多孔質陽

極酸化皮膜（Silica Reinforced Porous Anodized aluminum:略称 SiRPA）を開発した。・・・。2015年6月、

本技術適用のディーゼル車国内販売を開始。2016 年 7 月までの 1 年強で約 15,000 台のディーゼ

ル搭載車（当車種全販売数の 6割強）を販売、ご好評を頂いている。」

４．「アルマイト製遮熱膜」を理解するための 2編の必読記事

4.1  2 編の必読記事の 1番目

　本稿の 1 ページの図 1 で紹介した、日経アーキテクチュア誌の記事の冒頭部分を以下に引用し

た。そして、図６の宮沢洋のイラストが解説文の理解を助けている。

　「遮熱は夏の冷房負荷を減らすのに重要な手法である。しかし、遮熱と断熱の役割を混同し、

遮熱をしておけば冬も快適だと考えている人が少なくないようだ。遮熱の仕組みをきちんと理解

しておかないと、夏の対策としても意味をなさないことがある。今回は、日経アーキテクチュア

誌が 2014 年 9 月 22 日に発行した「建てる前に読む 家づくりの基礎知識」から、東京都市大学

教授の宿谷昌則氏による「遮熱と断熱の違い」を紹介する。 聞き手は、ライターの萩原詩子

氏。・・・」

図６ 「意外に知らない『遮熱』と『断熱』の違い」を解説記事でのイラスト

4.2　2 編の必読記事の 2番目

　必読記事の 2 番目は本稿の 1 頁で紹介した図 2 である。

この原稿は技術原稿では珍しい「縦書き文章」で、「オート

テクノロジー 2018」に掲載されている「燃焼室壁温スイン

グ遮熱〝TSWIN〟によるエンジン冷却損失低減技術の開発」

の記事である。

　この記事の序文（リード文）として、「エンジン冷却損失

低減の理論を実現へ」が大きい文字で書いてある。記事の

目次は下記の 6項目である。 

▼ 過去の断熱エンジンの教訓から新しい遮熱コンセプトへ

▼ 燃費向上に向け高い目標に挑戦

▼ 遮熱に使える材料探しが始まった

▼ アルミ鋳造品にアルマイトを施す

▼ 市場投入が大幅に前倒しされた　　　　　　　　　

▼ 実用化はまだ第一歩

　4 番目の項目の冒頭部分を図７に示した。図８は「必読記事の 2 番目」の 28 ページの下部と

29 ページの上部のである。28 ページの下部に掲載されているエンジンの写真の横に下記の文章

が書いてある。

　「・・・。陽極酸化被膜という手法に到達するまでの断

熱材の選定や、高温・高圧にさらされるディーゼルエンジ

ン用ピストンに用いるための被膜強度の確保、さらには量

産へ向けた生産工程の時間短縮など、完成までには多くの

難問が待ち受けたが、それらを粘り強く解決し、冷却損失

と熱効率の向上を実証して、エンジン本体で約 2％の燃費

向上を果たしている。今後は、ハイブリッド車などの動力

源であるガソリンエンジンに対しても有効な手法であると

将来性が期待されており、その実用化へ向けさらなる開発

が続けられる予定である。」

　図 8 の 3 人の写真の下に、2 人の写真がある。技術開発

に携わった 5人の写真である。そして、5人の写真の下に、

各人が技術開発に携わった感想文が書いてある。5 人の一人であるＡ氏は下記の感想文を書いて

いる。

　「この技術開発に 10 年かかわりましたが、その間、外部へ内容を話すことはできませんでした。

研究所に勤務しながら論文を出せなかったので、恩師も心配していたと聞いています。・・・。」

５. 「アルマイト製遮熱膜」 の特許紹介

　前節までで紹介した「アルマイト製遮熱膜」に関連する特許は複数あるが、本稿では図９に示

す特開 2018－35691 を紹介する。

　実施例の始まりは、「【0018 】陽極酸化処理は、陽極としての燃焼室部品の表面に、電解液（一

例としてリン酸、シュウ酸、硫酸、クロム酸等の水溶液）を供給しながら行う電気分解である。

電気分解に際しては、電流密度と通電時間が調節される。電気分解に際しては、また、燃焼室部

図９　特開 2018－35691

品の表面のうちの所定領域にのみ陽極酸化膜が形成されるよう、マスキング部材等を用いて電解

液の接触領域が制限される。燃焼室部品の母材は、アルミニウム合金、マグネシウム合金、チタ

ン合金等である。そのため、陽極酸化処理が行われると、合金の酸化膜（ つまり、陽極酸化膜 ） 

が上述した所定領域に形成される。」である。なお、図１０は実施例で解説されている図の一部

分である。

図１０　アルマイト製遮熱層の断面模式図

６. 「アルマイト製遮熱膜」の学術論文紹介

　図１１の自動車技術会論文集に同一論文題名で（第 5 報）までの 5 編の下記の論文が発表され

ている。なお、著者の氏名は 6、7 人の連名であるので、冒頭の 1 人の著者名だけにさせていた

だいた。

　（第 2 報）の「はしがき」に書いてあるように、機械工学の専門知識がないとこれらの論文は

理解できない。どうしても読みたい人は機械工学の専門家に助力を求めて、チャレンジしてみて

下さい。

● 壁温スイング遮熱法によるエンジンの熱損失低減

小坂英雅ら；自動車技術会論文集、44 巻 1 号 p.39-44（2013 年）

● 壁温スイング遮熱法によるエンジンの熱損失低減 ( 第 2 報 )

脇坂佳史ら；自動車技術会論文集、47 巻 1 号 p.39-45（2016 年）

● 壁温スイング遮熱法によるエンジンの熱損失低減 ( 第 3 報 )

川口暁生ら；自動車技術会論文集、47 巻 1 号 p.47-53（2016 年）

● 壁温スイング遮熱法によるエンジンの熱損失低減 ( 第 4 報 )

西川直樹ら；自動車技術会論文集、 47 巻 1 号 p.55-60（2016 年）

● 壁温スイング遮熱法によるエンジンの熱損失低減 ( 第 5 報 )

山下英男ら；自動車技術会論文集、49 巻 2 号 p.156-161（2018 年）

７．結言

　図 6(4) は原論文の大きい図で見て下さい。省エネ建材の発明に役立つかも知れません。アル

マイト技術の視点からは図 5に書いてある、「100μｍ」が大切です。「100μｍ」の理由は図 2の「苦

労話」に書いてある。




